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令和７年度は，取り組むべき 39項目全てに取り組み， 28項目を推進， 11項目

を一部推進しました。  

また，方策別の内訳として，「ア．効果的な施策の推進」では８項目を推進，

「イ .効率的で質の高い執行体制の確立」では５項目を推進，「ウ .健全で持続可

能な財政基盤の確立」では 15項目を推進しました。  

 

 

※取組が終了した項目は「〇」を表示  

推進状況 Ａ：計画どおり推進した Ｂ：計画の一部を推進した Ｃ：推進できなかった 

 

ア . 効果的な施策の推進（★は重点取組項目）  

整理番号 取組項目名 推進状況  終了 ページ 

(ア) 効果的事業展開 

11-1 業務改善の推進  Ａ  ７ 

11-2 行政評価の推進（★）  Ａ 〇 ８ 

11-3 働き方改革の推進 Ｂ  ９ 

11-4 窓口サービスの向上 Ａ  10 

11-5 公共施設等の一体的なマネジメントの推進 Ａ  12 

11-6 行政手続オンライン化の推進 Ｂ  13 

11-7 情報セキュリティの対策 Ｂ  14 

11-8 業務システムの標準化 Ｂ  15 

11-9 自主防災組織の育成と結成促進（★）  Ｂ  16 

11-10 避難所運営委員会の設立（★）  Ａ  17 

11-11 ふるさと納税寄附金の確保 Ｂ  18 

11-12 電子決裁の推進（★）  Ａ 〇 19 

11-13 キャッシュレス決済の推進（★）  Ａ  20 

(イ) 民間活力活用の推進 

12-1 指定管理者制度の活用 Ａ  21 

12-2 公民館への指定管理者制度の導入（★）  Ｂ  23 

 

１ 令和７年度取組概要  

（２）取組項目一覧  

（１）取組項目の推進状況  
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イ . 効率的で質の高い執行体制の確立  

整理番号 取組項目名 推進状況 終了 ページ 

(ア) 組織体制の見直し 

21-1 組織体制の見直し Ａ  24 

(イ) 職員定数の適正管理及び給与の適正化 

22-1 適正な定員管理の実施 Ａ  25 

22-2 給与の適正化 Ａ  26 

(ウ) 職員の育成・能力向上の推進 

23-1 職員研修の充実 Ａ  27 

23-2 職員提案制度の推進 Ｂ  28 

23-3 人事評価制度の推進 Ａ  29 

 

ウ . 健全で持続可能な財政基盤の確立（★は重点取組項目）  

整理番号 取組項目名 推進状況 終了 ページ 

(ア) 財源の確保 

31-1 新たな収入の確保の推進 Ａ  30 

31-2 普通財産の売却・有効活用（★）  Ａ  31 

31-3 市税徴収率の向上 Ａ  32 

(イ) 歳出の抑制 

32-1 経費節減の徹底 Ａ  33 

32-2 将来負担の適正管理 Ａ  34 

32-3 財政調整基金の適正管理 Ｂ  35 

(ウ) 負担の適正化 

33-1 補助金・扶助費の見直し Ａ  36 

33-2 使用料・手数料の見直し Ａ  37 

(エ) 地方公営企業等の健全な経営の推進 

34-1 八千代市水道施設再構築基本計画の推進 Ａ  38 

34-2 適正な定員管理の実施 Ａ  39 

34-3 給与の適正化 Ａ  40 

34-4 専門研修の実施 Ａ  41 

34-5 普通財産の売却・有効活用 Ａ  42 

34-6 公益財団法人 八千代市地域振興財団 Ｂ  43 

34-7 東葉高速鉄道 株式会社 Ｂ  44 

34-8 社会福祉法人 八千代市社会福祉協議会 Ａ  45 

34-9 公益社団法人 八千代市シルバー人材センター Ａ  46 

34-10 株式会社 八千代市水道サービス Ａ  47 
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方策別集計表  

 合計  
効果的な施

策の推進  

効率的で質

の高い執行

体制の確立  

健全で持続

可能な財政

基盤の確立  

取組項目数  39 15 6 18 

内

訳  

Ａ（推   進）  28 8 5 15 

Ｂ（一部推進）  11 7 1 3 

Ｃ（ 推進できなかった）  0 0 0 0 

 

 

 

 

整理  

番号  
取組項目名  指標  

目標設定時 

（令和 5 年度末） 
令和７年度末 

目標値  

（令和 10 年度末） 

11-7 情報セキュリティの対策 
情 報 セ キ ュ リ テ ィ イ

ンシデント  
26 件  21 件  ０件  

11-9 
自 主 防 災 組 織 の 育 成

と結成促進  

自 主 防 災 組 織 の カ バ

ー率  
52.3％  52.4％  66.0％  

11-10 
避 難 所 運 営 委 員 会 の

設立  

避 難 所 運 営 委 員 会 の

設立の割合  
75.8％  85.3％   100％ ※  

11-11 
ふ る さ と 納 税 寄 附 金

の確保  
返礼品の増加  559 品  312 品  増加  

23-1 職員研修の充実  
Ｗ Ｅ Ｂ 研 修 シ ス テ ム

利用者数の増加  
―  延べ 351 人 増加  

23-2 職員提案制度の推進  職員提案数の増加  20 件  18 件  増加  

31-3 市税徴収率の向上 市税徴収率  97.6％  98.3％  98.0％  

32-2 将来負担の適正管理 公債費負担比率  11.4％  9.8％  13％以下 

32-3 
財 政 調 整 基 金 の 適 正

管理  
財政調整基金残高  

標準財政規模の

8.8％  

標準財政規模の

5.6％  

標準財政規模の

10％以上 

※令和９年度末での達成を見込む。  

 

（３）目標値の達成状況  



 

4 

 

 

 

令和７年度における財政効果額は，３億 6,685万円となりました。  

（ 単位 ：万円 ）  

整理  

番号  
取組項目名  

財   政   効   果  

 ７年度  ８年度  ９年度  10 年度  計  

11-11 
ふるさと納税

寄附金の確保  

見込  11,257 9,330 9,330 9,330 39,247 

実績  6,543    6,543 

差異  △ 4,714    △ 32,704 

12-2 

公民館への指

定管理者制度

の導入  

見込  ―  ―  326 ―  326 

実績  ―     0 

差異  ―     △ 326 

31-2 
普通財産の売

却・有効活用  

見込  1,641 1,641 1,641 1,163 6,086 

実績  4,050    4,050 

差異  2,409    △ 2,036 

31-3 
市税徴収率の

向上  

見込  5,146 3,529 3,557 3,579 15,811 

実績  26,092    26,092 

差異  20,946    10,281 

 

計  

見込  18,044 14,500 14,854 14,072 61,470 

実績  36,685    36,685 

差異  18,641     △ 24,785  

 

 

（４）財政効果見込の達成状況  
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取組項目表の見方  

整理番号 

取組項目 
11-1 業務改善の推進  

推進部署 企画経営課，情報政策課，総務課，関係各課 

取組内容 
事務改善の手法等について職員への周知を図るとともに，他団体事例の紹介やＡＩ・ＲＰ

Ａ等の活用による業務改善の推進に努めます。 

目標(値) 業務の効率化・簡素化 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

各業務所管部署及

び関係課と連携し，

業務分析による課題

の可視化，他団体の

状況調査活用，職員

の意見を反映したボ

トムアップによる業

務改善の提案，ＡＩ・

ＲＰＡ等の活用によ

る業務プロセス改革

を推進します。 

各業務所管部署及

び関係課と連携し，

業務分析による課題

の可視化，他団体の

状況調査活用，職員

の意見を反映したボ

トムアップによる業

務改善の提案，ＡＩ・

ＲＰＡ等の活用によ

る業務プロセス改革

を推進します。 

各業務所管部署及

び関係課と連携し，

業務分析による課題

の可視化，他団体の

状況調査活用，職員

の意見を反映したボ

トムアップによる業

務改善の提案，ＡＩ・

ＲＰＡ等の活用によ

る業務プロセス改革

を推進します。 

各業務所管部署及

び関係課と連携し，

業務分析による課題

の可視化，他団体の

状況調査活用，職員

の意見を反映したボ

トムアップによる業

務改善の提案，ＡＩ・

ＲＰＡ等の活用によ

る業務プロセス改革

を推進します。 

推進内容 

ＩＣＴを活用する

ことで効率化が見込

まれる業務を対象

に，ＡＩ・ＲＰＡの導

入に向けた取組を推

進したほか，議事録

作成支援システムの

活用により業務の効

率化を図りました。 

また，生成ＡＩサ

ービスの本格運用を

開始し，文書作成・分

析等への活用により

業務処理時間の削減

を図りました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

本市の取組の参考とするため，先進事例及び技術動向の情報収集を行うとともに，庁内の課題・ニ

ーズを把握の上，関係部署と連携しながらＤＸツールの導入を検討し，一層の業務効率化を推進しま

す。 

具体的取組について  

 

 

 

効果的な施策の推進   

 

 

 

 

 

２ 令和７年度推進内容  
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              重点取組項目は，取組項目名の末尾に「★」を付しています。  

 

推 進 予 定 年 度  

調 査 検 討  

新 た な 取組 を 行 う こ と や 既 に 行っ て い る 取 組 を 拡 充 する に あ た り ，

国 ， 他 団体 の 事 例 等 の 研 究 を 行う ほ か ， 推 進 部 署 に おけ る 作 業 等 の

準 備 を する 段 階 に あ る も の  

方 針 決 定  
新 た な 取組 等 を 行 う に あ た り ，推 進 部 署 の 実 施 方 針 を決 定 す る 段 階

に あ る もの  

取 組 開 始  新 た な 取組 等 を 開 始 す る こ と や導 入 を す る 段 階 に あ るも の  

取 組 中 既 に 行 って い る 取 組 を 引 き 続 き行 う 段 階 に あ る も の  

取 組 拡 充  
既 に 行 って い る 取 組 の 対 象 や 範囲 の 拡 大 や そ の 内 容 の充 実 を 図 る 段

階 に あ るも の  

整 理 番 号  

八 千 代 市行 財 政 改 革 推 進 ビ ジ ョン 第 1 期 ア ク シ ョ ン プラ ン（ 後 期 ）の「 ２ 方 策（ １ ）

体 系 」 に基 づ き 整 理 し ， 番 号 を付 し て い ま す 。  

例 ） 11 -1   

「 効 果 的な 施 策 の 推 進 」 の 「 効果 的 事 業 展 開 」 に 属 する １ 番 目  

 

財 政 効 果  

取 組 に より 生 じ る 財 政 効 果 を 上段 に 見 込 額 ， 下 段 に 実績 額 で 示 し て い ま す 。  

※ 単 位 ：万 円 （ 千 円 単 位 四 捨 五入 ）  

計 画 策 定 時 に お い て 財 政 効 果 が 見 込 め な い ， も し く は 見 込 め る が 算 出 す る こ と が

困 難 な 取組 等 に つ い て は     で 示 して い ま す 。   



 

7 

 

ア . 効果的な施策の推進  

  (ア ) 効果的事業展開  

整理番号 

取組項目 
11-1 業務改善の推進  

推進部署 企画経営課，情報政策課，総務課，関係各課 

取組内容 
事務改善の手法等について職員への周知を図るとともに，他団体事例の紹介やＡＩ1・ＲＰ

Ａ2等の活用による業務改善の推進に努めます。 

目標(値) 業務の効率化・簡素化 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

各業務所管部署及

び関係課と連携し，

業務分析による課題

の可視化，他団体の

状況調査活用による

業務改善の提案，Ａ

Ｉ・ＲＰＡ等の活用

による業務プロセス

改革を推進します。 

各業務所管部署及

び関係課と連携し，

業務分析による課題

の可視化，他団体の

状況調査活用による

業務改善の提案，Ａ

Ｉ・ＲＰＡ等の活用

による業務プロセス

改革を推進します。 

各業務所管部署及

び関係課と連携し，

業務分析による課題

の可視化，他団体の

状況調査活用による

業務改善の提案，Ａ

Ｉ・ＲＰＡ等の活用

による業務プロセス

改革を推進します。 

各業務所管部署及

び関係課と連携し，

業務分析による課題

の可視化，他団体の

状況調査活用による

業務改善の提案，Ａ

Ｉ・ＲＰＡ等の活用

による業務プロセス

改革を推進します。 

推進内容 

ＩＣＴを活用する

ことで効率化が見込

まれる業務を対象

に，ＡＩ・ＲＰＡの導

入に向けた取組を推

進したほか，議事録

作成支援システムの

活用により業務の効

率化を図りました。 

また，生成ＡＩサ

ービスの本格運用を

開始し，文書作成・分

析等への活用により

業務処理時間の削減

を図りました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

本市の取組の参考とするため，先進事例及び技術動向の情報収集を行うとともに，庁内の課題・ニ

ーズを把握の上，関係部署と連携しながらＤＸツールの導入を検討し，一層の業務効率化を推進しま

す。 

 

 
1 ＡＩ： Ar t i f i c i a l  I n te l l i g e nce（ 人 工 知 能 ） の 略 。 コ ン ピ ュ ー タ が デ ー タ を 分 析 し ， 推 論 （ 知 識 を

基 に ， 新 し い 結 論 を 得 る こ と ） や 判 断 ， 最 適 化 提 案 ， 課 題 定 義 や 解 決 ， 学 習 （ 情 報 か ら 将 来 使 え

そ う な 知 識 を 見 つ け る こ と ） 等 を 行 う ， 人 間 の 知 的 能 力 を 模 倣 す る 技 術 。  

2 ＲＰＡ：R o bo t i c  P ro c e ss  A u to m a t io nの 略 。入 力 ，登 録 ，検 索 ，抽 出 な ど の パ ソ コ ン 上 で 行 う 定 型

作 業 に つ い て ， 人 の 代 わ り に ロ ボ ッ ト が 与 え ら れ た ル ー ル に 基 づ き 代 行 す る Ｉ Ｔ ツ ー ル 。  
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整理番号 

取組項目 
11-2 行政評価 3の推進（★）  ※取組終了  

推進部署 企画経営課 

取組内容 行政評価制度を構築し，事業等の評価を推進します。 

目標(値) 行政評価の実施 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

方針決定    

年度計画 

行政評価制度案に

基づき評価を試行

し，試行結果を踏ま

えた改善等を行い，

方針を決定するとと

もに運用に向けた準

備を進めます。 

   

推進内容 

効率的かつ効果的

な事業の推進を図る

ことを目的に，「重要

事業評価」を試行し

ました。 

また，当該試行結

果のほか，これまで

の取組で見えた課題

等を踏まえ，総合計

画の進行管理との一

体的な実施を図るた

め，同計画における

既存のマネジメント

サイクルである実施

計画の効果検証等を

本市の行政評価とし

て位置付ける方針を

決定しました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

総合計画実施計画の効果検証等を本市の行政評価として位置付けたことに伴い，令和8年度以降の

評価の実施は総合計画審議会が担うため，当アクションプランによる進捗管理は終了となります。 

 

 

 
3  行政評価：行 政 活 動 を 一 定 の 目 的 ，基 準 ，視 点 に 沿 っ て 客 観 的 に 評 価 し ，そ の 結 果 を 改 善 等 に 結 び

付 け る 仕 組 み 。  
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整理番号 

取組項目 
11-3 働き方改革の推進  

推進部署 職員課 

取組内容 

時間外勤務の縮減のほか，育児や介護との両立及び柔軟な働き方等の実現に向けて，時差

出勤等の導入や，庶務事務のシステム化による業務の効率化等，制度や運用の改善に関す

る検討を行い，職員の勤務環境の改善等を推進します。 

目標(値) 働きやすさの向上 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

調査検討    

年度計画 

時間外勤務の縮減

のほか，育児や介護

との両立及び柔軟な

働き方等の実現に向

けて，時差出勤等の

導入や，庶務事務の

システム化による業

務の効率化等を推進

します。 

時間外勤務の縮減の

ほか，育児や介護と

の両立及び柔軟な働

き方等の実現に向け

て，時差出勤等の導

入や，庶務事務のシ

ステム化による業務

の効率化等を推進し

ます。 

時間外勤務の縮減の

ほか，育児や介護と

の両立及び柔軟な働

き方等の実現に向け

て，時差出勤等の導

入や，庶務事務のシ

ステム化による業務

の効率化等を推進し

ます。 

時間外勤務の縮減の

ほか，育児や介護と

の両立及び柔軟な働

き方等の実現に向け

て，時差出勤等の導

入や，庶務事務のシ

ステム化による業務

の効率化等を推進し

ます。 

推進内容 

恒常的に時間外勤

務が生じている所属

に対してヒアリング

を実施したほか，長

時間勤務が続く職員

へのアンケート結果

を踏まえた対応を図

るなど，時間外勤務

の縮減に努めまし

た。 

また，持続可能な

組織体制構築と職場

環境の整備，職員増

員・採用広報の強化，

仕事と育児・介護の

両立支援制度におけ

る対象者への個別周

知と意向確認の制度

化，庶務事務システ

ム導入準備，窓口受

付時間変更の検討な

ど，職員のワークラ

イフバランスの改善

にも取り組みまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

令和８年８月から窓口受付時間を試行的に変更し，効果検証を行います。 

引き続き，各職員に時間外勤務縮減のための取組を積極的に促し，全庁的に推進するとともに，必

要に応じた職員配置に努めます。また，職員のワークライフバランス改善のため，持続可能な組織体

制構築，職場環境の整備及び職員の健康・安全のための取組を推進していきます。 
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整理番号 

取組項目 
11-4 窓口サービスの向上  

推進部署 総務課 ，関係各課 

取組内容 

行政手続のオンライン化，窓口業務の効率化，誰にでも分かりやすい窓口づくり等の視点

から窓口における届出等の利便性の向上を図るため，多様化する住民ニーズに応じた行政

サービスの提供に向けた取組として，書かない窓口の導入，マルチコピー機の設置，新庁

舎開庁に向けた窓口発券システムの導入，窓口案内を行うコンシェルジュ4の配置につい

て調査・検討します。 

目標(値) 行政サービス提供時の利便性の向上 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

調査検討  取組開始 取組拡充 

年度計画 

八千代市窓口サー

ビスのあり方検討委

員会で令和５年度に

策定した「窓口にお

ける届出等の利便性

の向上を図るための

方針」に基づき，新庁

舎開庁に向けた窓口

のあり方について，

調査・検討を進めま

す。 

現庁舎において，

申請書を手書きせず

に申請手続が可能な

システムとして書か

ない窓口の先行導入

及びマルチコピー機

の導入を検討しま

す。 

新庁舎開庁に向け

た窓口のあり方につ

いて，調査・検討を進

めます。 

 

新庁舎開庁に向け

た窓口のあり方につ

いて，調査・検討を進

めます。 

現庁舎において，

書かない窓口を導入

します。 

新庁舎の開庁に合

せ，マルチコピー機

の設置，窓口発券シ

ステムの操作説明を

含めた窓口案内を行

うコンシェルジュを

配置します。 

推進内容 

新庁舎開庁に向け

た新たなシステム等

の導入について，窓

口サービスあり方検

討委員会において進

捗状況の報告及び今

後の検討を行い，現

庁舎においてはマル

チコピー機の導入を

見送る決定をしまし

た。また，新システム

等の調査及び検討を

進めるため，各部会

を設置し，事業者に

よるデモを行ったほ

か，書かない窓口を

戸籍住民課において

試行実施しました。 

   

（次ページへ）  

 
4  コ ン シ ェ ル ジ ュ :案 内 役 を 意 味 し ， サ ー ビ ス を 幅 広 く 紹 介 し ， 担 当 課 へ の 取 次 ぎ を 行 う 職 員 。  
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財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

「窓口における届出等の利便性の向上を図るための方針」に沿った新庁舎における新たなシステム

の導入を引き続き検討します。 
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整理番号 

取組項目 
11-5 公共施設等の一体的なマネジメントの推進  

推進部署 資産管理課 ，関係各課 

取組内容 
市民サービス・施設等の規模の適正化，効率的な施設管理及び有効活用による公共施設等

の全体最適化を図ることで，真に必要とされる市民サービスの提供を維持・確保します。 

目標(値) 
公共施設の維持管理・修繕・更新等に係るコストの縮減及び適正な市民サービスの維持・

確保 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

公共施設等個別施

設計画に基づく継続

的な実態把握をする

とともに，各施設に

おける具体的な取組

内容の見直しを行い

ます。 

公共施設等個別施

設計画に基づく継続

的な実態把握をする

とともに，各施設に

おける具体的な取組

内容の見直しを行い

ます。 

公共施設等個別施

設計画に基づく継続

的な実態把握をする

とともに，各施設に

おける具体的な取組

内容の見直しを行い

ます。 

公共施設等個別施

設計画に基づく継続

的な実態把握をする

とともに，各施設に

おける具体的な取組

内容の見直しを行い

ます。 

推進内容 

令和７年３月に改

訂を行った公共施設

等個別施設計画の運

用に当たり，直近５

年間で対応すべき施

設を抽出し，各施設

における具体的な取

組内容を示した「八

千代市公共施設等個

別施設計画における

各種取組内容【令和

７年度版】」の進捗管

理等を行いました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

「八千代市公共施設等個別施設計画における各種取組内容【令和８年度版】」の進捗管理等を行い

ます。 
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整理番号 

取組項目 
11-6 行政手続オンライン化の推進  

推進部署 情報政策課 ，総務課，関係各課 

取組内容 電子申請で利用可能な申請・届出を増やし，市民の利便性の向上を図ります。 

目標(値) 各種申請手続のオンライン化の推進 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組拡充    

年度計画 

「（子育て・介護関

係等の）27手続以外

の手続のオンライン

化」の方針に基づき，

オンライン化対象と

した手続に加えて，

新たにオンライン化

対象とすべき行政手

続を調査・決定し，対

象とする行政手続の

オンライン化を推進

します。 

「（子育て・介護関

係等の）27手続以外

の手続のオンライン

化」の方針に基づき，

オンライン化対象と

した手続に加えて，

新たにオンライン化

対象とすべき行政手

続を調査・決定し，対

象とする行政手続の

オンライン化を推進

します。 

「（子育て・介護関

係等の）27手続以外

の手続のオンライン

化」の方針に基づき，

オンライン化対象と

した手続に加えて，

新たにオンライン化

対象とすべき行政手

続を調査・決定し，対

象とする行政手続の

オンライン化を推進

します。 

「（子育て・介護関

係等の）27手続以外

の手続のオンライン

化」の方針に基づき，

オンライン化対象と

した手続に加えて，

新たにオンライン化

対象とすべき行政手

続を調査・決定し，対

象とする行政手続の

オンライン化を推進

します。 

推進内容 

令和７年度中にオ

ンライン化を目指し

ている 16手続のう

ち，７手続のオンラ

イン化が完了しまし

た。 

また，令和８年度

以降のオンライン化

対象手続を選定する

ため，６月に意向調

査を実施し，新たに

３手続のオンライン

化を行う予定となり

ました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

システム操作に係る研修の実施や動画共有など，職員の操作習得の底上げを行っていくとともに，

次回の意向調査実施時においては，計画どおりに進んでいない部署についてもヒアリングを行い，課

題の解消に努めます。 
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整理番号 

取組項目 
11-7 情報セキュリティ 5の対策  

推進部署 情報政策課 ，総務課 

取組内容 情報資産に関する情報セキュリティ対策の充実を図ります。 

目標(値) 情報セキュリティインシデント ０件 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

適正な情報資産の

取り扱い及び最適な

システム構築を図

り，情報セキュリテ

ィインシデントの発

生を防止します。 

適正な情報資産の

取り扱い及び最適な

システム構築を図

り，情報セキュリテ

ィインシデントの発

生を防止します。 

適正な情報資産の

取り扱い及び最適な

システム構築を図

り，情報セキュリテ

ィインシデントの発

生を防止します。 

適正な情報資産の

取り扱い及び最適な

システム構築を図

り，情報セキュリテ

ィインシデントの発

生を防止します。 

推進内容 

情報セキュリティ

に関する庁内研修や

周知等を行い，職員

のセキュリティ意識

の向上に努めまし

た。 

なお，令和７年度

の情報セキュリティ

インシデントの発生

件数は21件となりま

した。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

情報セキュリティインシデントの主な原因は人的ミスであるため，継続して研修や周知を行うとと

もに，職員のセキュリティに対する意識向上に努めます。 

 

 

 
5 情 報 セ キ ュ リ テ ィ :  情 報 の 機 密 性 ， 完 全 性 ， 可 用 性 を 確 保 す る こ と 。  機 密 性 と は ， あ る 情 報

へ の ア ク セ ス を 認 め ら れ た 人 だ け が ， そ の 情 報 に ア ク セ ス で き る 状 態 を 確 保 す る こ と 。 完 全 性

と は ， 情 報 が 破 壊 ， 改 ざ ん 又 は 消 去 さ れ て い な い 状 態 を 確 保 す る こ と 。 可 用 性 と は ， 情 報 へ の

ア ク セ ス を 認 め ら れ た 人 が ， 必 要 時 に 中 断 す る こ と な く ， 情 報 に ア ク セ ス で き る 状 態 を 確 保 す

る こ と 。  
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整理番号 

取組項目 
11-8 業務システムの標準化  

推進部署 情報政策課 ，関係各課 

取組内容 
令和10年度末までに，ガバメントクラウド6上に構築された標準仕様に準拠したシステム
を導入し，行政のデジタル化を進めます。 

目標(値) 標準仕様に準拠したシステム導入 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組開始 取組開始 取組拡充 取組拡充 

年度計画 

基幹情報システ

ム，生活保護システ

ム，健康管理システ

ム，選挙管理システ

ムについて，ガバメ

ントクラウド上に構

築された標準仕様に

準拠したシステムを

導入します。 

標準化対象の20業

務システムにつ い

て，ガバメントクラ

ウド上に構築された

標準仕様に準拠した

システムを順次導入

します。 

標準化対象の20業

務システムについ

て，ガバメントクラ

ウド上に構築された

標準仕様に準拠した

システムを順次導入

します。 

標準化対象の20業

務システムについ

て，ガバメントクラ

ウド上に構築された

標準仕様に準拠した

システムを順次導入

します。 

推進内容 

令和７年11月の標

準仕様に準拠したシ

ステムの導入に向け

て移行作業を実施し

ていましたが，シス

テム開発遅延等の

様々な課題を抱える

中で，事業者との協

議の結果，令和７年

度に導入予定であっ

た12業務のシステム

については，令和８

年度に導入すること

となり，継続して移

行作業を実施してい

ます。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

標準化移行の対象システム20業務のうち，令和８年度は14業務のシステムの導入に向けて，事業者

及び関係各課と連携しながら移行作業を実施します。 

 

 

 
6  ガ バ メ ン ト ク ラ ウ ド ： ク ラ ウ ド 上 で 標 準 準 拠 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 等 が 利 用 で き る よ う ， 地 方 公 共

団 体 に 対 し 提 供 す る ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 等 。  
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整理番号 

取組項目 
11-9 自主防災組織 7の育成と結成促進（★）  

推進部署 危機管理課 

取組内容 地域の防災リーダーの育成強化，自主防災組織の結成促進を図ります。 

目標(値) 自主防災組織のカバー率 66.0％ 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

地域防災力の向上

を図るため，新規自

主防災組織の結成を

促進するとともに，

既設の自主防災組織

に対し，訓練支援や

研修会などを実施す

ることにより，組織

の活性化と地域防災

リーダーの育成強化

を図ります。 

地域防災力の向上

を図るため，新規自

主防災組織の結成を

促進するとともに，

既設の自主防災組織

に対し，訓練支援や

研修会などを実施す

ることにより，組織

の活性化と地域防災

リーダーの育成強化

を図ります。 

地域防災力の向上

を図るため，新規自

主防災組織の結成を

促進するとともに，

既設の自主防災組織

に対し，訓練支援や

研修会などを実施す

ることにより，組織

の活性化と地域防災

リーダーの育成強化

を図ります。 

地域防災力の向上

を図るため，新規自

主防災組織の結成を

促進するとともに，

既設の自主防災組織

に対し，訓練支援や

研修会などを実施す

ることにより，組織

の活性化と地域防災

リーダーの育成強化

を図ります。 

推進内容 

市主催の総合防災

訓練等にて啓発を行

い，令和７年度は新

規に２団体が結成し

ました。また，組織の

活性化と地域防災リ

ーダー育成のため，

既設の自主防災組織

に対し，訓練支援等

を行いました。 

なお，令和７年度

末における自主防災

組織のカバー率は，

52.4％となりまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

今後も新規結成の促進を継続するとともに，時代に合った防災意識の普及・啓発の方法について検

討します。 

 

 

 
7  自 主 防 災 組 織 ： 自 主 的 に 地 域 の 防 災 活 動 を 行 う た め ， 自 治 会 や 町 内 会 の 全 部 ま た は 一 部 を 単 位

と し て 組 織 し た 団 体 。  
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整理番号 

取組項目 
11-10 避難所運営委員会 8の設立（★）  

推進部署 危機管理課 

取組内容 

避難所となる各小中義務教育学校通学区域及び各県立高等学校周辺の自治会，自主防災組

織に呼び掛け，避難所運営委員会の結成を促し，住民が主体となった避難所運営について，

意識向上を図ります。 

目標(値) 避難所運営委員会の設立の割合 100％ 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

既存の避難所運営

委員会の意識向上及

び，新規の避難所運

営委員会の設置を図

ります。 

既存の避難所運営

委員会の意識向上及

び，新規の避難所運

営委員会の設置を図

ります。 

既存の避難所運営

委員会の意識向上及

び，新規の避難所運

営委員会の設置を図

ります。 

 

推進内容 

防災訓練や講話を

通じて，既存の避難

所運営委員会の意識

向上及び新規の避難

所運営委員会の設立

を図り，令和７年４

月から令和８年３月

までにおいて，新た

に小中学校２校，高

等学校１校の避難所

運営委員会を設置し

ました。 

なお，令和７年度

末における避難所運

営委員会の設立の割

合は，85.3％となり

ました。 

  

 

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

避難所予定施設（指定避難所）となっている全ての小中学校等に対する避難所運営委員会の設立を

目標に新規設置を図るため，今後も未設置施設区域の自治会，自主防災組織へ設立を促していきます。 

 

 

 

 

 

 

 
8  避 難 所 運 営 委 員 会 ： 災 害 に 備 え る た め ， 地 域 住 民 や 施 設 管 理 者 及 び 避 難 所 担 当 職 員 に よ り 構 成

さ れ た 組 織 。  
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（単位：万円）  

整理番号 

取組項目 
11-11 ふるさと納税寄附金の確保  

推進部署 シティプロモーション課 

取組内容 
魅力ある地場産品9等の発掘や活用等，ふるさと納税寄附の確保に向けた取組を推進しま

す。 

目標(値) ふるさと納税寄附額及び返礼品の増加 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

ふるさと納税に対

する返礼品の種類に

ついて随時拡充の検

討・実施を行います。 

ふるさと納税に対

する返礼品の種類に

ついて随時拡充の検

討・実施を行います。 

ふるさと納税に対

する返礼品の種類に

ついて随時拡充の検

討・実施を行います。 

ふるさと納税に対

する返礼品の種類に

ついて随時拡充の検

討・実施を行います。 

推進内容 

魅力ある地場産品

の発掘等に向けた新

たなポータルサイト

「ふるなび」の導入・

運用により，ふるさ

と納税寄附金の確保

に努めました。 

なお，令和７年度

末における返礼品数

は312品となりまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

11,257 9,330 9,330 9,330 

6,543    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

総務省の基準変更に伴い，提供可能な返礼品数が減少することが見込まれることから，今後は返礼

品の充実以外の方法で寄附額を確保していく手段を模索していく必要があります。 

 

 

 
9  地 場 産 品 ： そ の 地 域 で 生 産 さ れ ， 一 定 の 区 域 内 で 流 通 ・ 販 売 ・ 消 費 さ れ る 産 品 。  
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整理番号 

取組項目 
11-12 電子決裁の推進（★）  ※取組終了  

推進部署 総務課 ，財政課 

取組内容 
電子決裁を導入・運用することで，業務の効率化，意思決定の迅速化，ペーパーレス化等

を図ります。 

目標(値) 電子決裁の推進 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組開始    

年度計画 

・システム要件確

認，財務伝票に係

る決裁区分設定 

・財務会計システム

と電子決裁との連

携に係る庁内向け

研修会の実施 

・財務伝票に係る電

子決裁稼働（令和

８年１月） 

   

推進内容 

文書管理システム

に加え，新たな財務

会計システムを運用

するに当たり，シス

テム要件確認，財務

伝票に係る決裁区分

の設定を行ったほ

か，庁内向けの操作

説明会を行い，電子

決裁システムとの連

携を図りました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

令和８年４月から，財務会計システムと連携した電子決裁システムの運用を開始しました。引き続

き業務の効率化，意思決定の迅速化，ペーパーレス化を図ります。 
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整理番号 

取組項目 
11-13 キャッシュレス決済の推進（★）  

推進部署 情報政策課 ，関係各課 

取組内容 公金収納事務のデジタル化を進め，キャッシュレス決済の対象となる市の公金を拡充します。 

目標(値) キャッシュレス決済の拡充 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

方針決定 取組中 取組開始 取組拡充 

年度計画 

政府が進める自治

体情報システムの標

準化のうち，移行困

難システムとなった

福祉系情報システム

の標準化対応を進

め，その進捗状況や

担当部署等の意向に

鑑み，eLTAX（エルタ

ックス） 1 0を活用し

た収納を行う公金を

決定します。 

令和７年度に決定

した公金について，

担当部署等と協議調

整を図り，令和９年

度からの開始に向け

た準備を進めます。 

eLTAX（エルタック

ス）を活用した公金

収納を順次開始しま

す。 

eLTAX（エルタック

ス）を活用した公金

収納の取組を拡充し

ます。 

推進内容 

意向調査を実施の

上，方針を策定し，

eLTAX（エルタック

ス）を活用したキャ

ッシュレス決済の対

象となる公金を決定

しました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

決定した公金について，eLTAX（エルタックス）を活用した収納の開始に向けて関係各課と連携し

ながら推進します。 

 

 

 
1 0  eLTAX（エルタックス）： 地 方 税 ポ ー タ ル シ ス テ ム の 呼 称 で ， 地 方 税 の 申 告 及 び 申 請 ・ 届 出 の 手 続

を ， イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て 電 子 的 に 行 う シ ス テ ム の こ と 。  
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 (イ ) 民間活力活用の推進  

整理番号 

取組項目 
12-1 指定管理者制度 1 1の活用  

推進部署 資産管理課 ，関係各課 

取組内容 
八千代市指定管理者制度ガイドライン等に基づき，募集要項，モニタリングの実施結果の

確認等を行い，制度の活用を図ります。 

目標(値) 施設の適正な管理・運営 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

施設所管部署に設

置される指定管理者

選考委員会の開催補

助等を行い，指定管

理者候補者の選定を

適正に行います。 

施設所管部署に設

置される指定管理者

選考委員会の開催補

助等を行い，指定管

理者候補者の選定を

適正に行います。 

施設所管部署に設

置される指定管理者

選考委員会の開催補

助等を行い，指定管

理者候補者の選定を

適正に行います。 

施設所管部署に設

置される指定管理者

選考委員会の開催補

助等を行い，指定管

理者候補者の選定を

適正に行います。 

推進内容 

令和９年度から新

たに指定管理者制度

を導入予定の緑が丘

公民館について，導

入に向けた募集要項

案の確認等を行うと

ともに，八千代市指

定管理者制度ガイド

ラインを踏まえ，公

の施設の指定管理者

の管理から暴力団の

排除を徹底するた

め，八千代警察署へ

照会を随時行いまし

た。 

また，平成18年の

指定管理者制度導入

から約20年間経過し

ていることなどを踏

まえ，主に市民サー

ビスの向上につなが

る民間活力の更なる

推進や，施設所管部

署の事務負担の軽

減，施設管理におけ

る経費削減等の観点

で指定管理者制度の

見直しを行うため，

施設所管部署及び指

定管理者に対して調

査等を行いました。 

   

（次ページへ）  

 
1 1  指 定 管 理 者 制 度 ： 公 の 施 設 の 管 理 に ， 民 間 の 能 力 を 活 用 し た 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 ， 経 費 の 節 減   

な ど を 図 る こ と を 目 的 に ， 地 方 公 共 団 体 が 指 定 す る 法 人 そ の 他 の 団 体 に ， 施 設 の 管 理 運 営 な ど

を 行 わ せ る 制 度 。  
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財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

指定管理期間の満了を迎える施設について適切に指定管理者候補者の選定を行うとともに，指定管

理者制度における見直しに関する調査結果等を踏まえ，必要に応じて「八千代市指定管理者制度ガイ

ドライン」の改訂を行います。 
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（単位：万円）  

整理番号 

取組項目 
12-2 公民館への指定管理者制度の導入（★）  

推進部署 生涯学習振興課 ，八千代台東南公民館 

取組内容 市内９か所の公民館のうち，緑が丘公民館において指定管理者制度の導入を検討します。 

目標(値) 市民サービスの向上 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

方針決定 取組開始 取組開始  

年度計画 

緑が丘公民館にお

いては，既に指定管

理者制度を導入して

いる緑が丘図書館と

の複合施設であり，

管理・運営面におい

て効率性を図ること

が経費等の削減に繋

がると考えられるこ

とから，非公募での

導入を検討します。 

令和９年度からの

指定管理者制度の導

入に向けた手続を進

めます。 

年度当初からの指

定管理者制度の導入

を行い，業務を効果

的かつ効率的に行い

ます。 

 

推進内容 

指定管理者制度の

導入について，現状

の運営経費の精査や

併設する図書館の指

定管理者の導入状況

との調整，民間業者

への参考見積徴取や

ヒアリング等を重ね

検討した結果，導入

を令和９年度に繰り

延べることとし，令

和７年度において

は，指定管理者制度

の導入方針の決定と

八千代市立公民館の

設置及び管理に関す

る条例の一部改正を

行いました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

  326  

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

指定管理者制度の導入に向け，指定管理者候補者の選定及び協定の締結に向けた準備を進めていき

ます。 
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イ . 効率的で質の高い執行体制の確立  

  (ア ) 組織体制の見直し  

整理番号 

取組項目 
21-1 組織体制の見直し  

推進部署 総務課 ，職員課 

取組内容 多様化する市民ニーズ等に迅速に対応するため，簡素で効率的な組織体制を確立します。 

目標(値) 簡素で効率的な組織体制の確立 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

新庁舎の供用開始

時における組織のあ

り方のほか，現庁舎

でも実施可能な組織

改正について検討し

ます。 

新庁舎の供用開始時

における組織のあり

方のほか，現庁舎で

も実施可能な組織改

正について検討しま

す。 

新庁舎の供用開始時

における組織改正に

ついて検討します。 

新たな課題や今後の

組織体制について検

討します。 

推進内容 

新庁舎供用開始ま

での間は，法改正等

により対応を求めら

れている項目と社会

情勢の変化により早

急な対応を求められ

ている項目に的を絞

った組織の見直しを

行う方針とし，各部

局へ調査を行いまし

た。 

各部局から挙げら

れた検討項目につい

て，行政組織検討委

員会及び組織機構研

究会において検討

し，令和８年４月か

ら，子ども相談セン

ターの子ども家庭相

談課への改編，教育

委員会を学校教育部

と生涯学習部の二部

制とし，学務課内へ

の新たな班の設置，

警防課救急係の救急

課への改編，給排水

相談課を廃止し，下

水道課の班体制を変

更する組織の見直し

を行いました。 

 

  

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

新庁舎供用開始時に向けた検討事項も挙げられたことから，新庁舎供用開始時の組織のあり方も視

野に入れながら，引き続き検討を進めます。 
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(イ ) 職員定数の適正管理及び給与の適正化  

整理番号 

取組項目 
22-1 適正な定員管理の実施  

推進部署 職員課 

取組内容 
民間活力活用の推進，ＡＩ・ＲＰＡ導入等による業務効率化の取組を積極的に活用しなが

ら，適正な定員管理の実施に努めます。 

目標(値) 適正な定員管理の実施 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

民間活力活用の推

進，ＡＩ・ＲＰＡ導入

等による業務効率化

の取組を積極的に活

用しながら，適正な

定員管理の実施に努

めます。 

民間活力活用の推

進，ＡＩ・ＲＰＡ導入

等による業務効率化

の取組を積極的に活

用しながら，適正な

定員管理の実施に努

めます。 

民間活力活用の推

進，ＡＩ・ＲＰＡ導入

等による業務効率化

の取組を積極的に活

用しながら，適正な

定員管理の実施に努

めます。 

民間活力活用の推

進，ＡＩ・ＲＰＡ導入

等による業務効率化

の取組を積極的に活

用しながら，適正な

定員管理の実施に努

めます。 

推進内容 

部局長職員状況調

査，所属長ヒアリン

グ等を通じて，「八千

代市職員の定員管理

に関する方針」に基

づき，各部局の事務

事業・人員の状況を

把握した上で，職員

の新規採用及び異動

を実施し，職員の適

正配置に努めるとと

もに，経験豊富で多

種多様な能力を持っ

た人材の確保のた

め，民間企業等での

職務経験者を対象と

した一般事務の採用

試験を実施しまし

た。 

また，業務効率化

等を目的に，庶務事

務（勤怠管理）システ

ムの令和８年４月か

らの本格稼働のため

の導入準備を行いま

した。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

国の政策に伴う一時的な業務増，複雑・多様化する市民ニーズへの対応等のため，よりきめ細かく

各部局の事務事業・人員の状況を把握し，適正な定員管理を実施します。 
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整理番号 

取組項目 
22-2 給与の適正化  

推進部署 職員課 

取組内容 県内各市，類似団体等との比較を行いながら，給与の適正化に努めます。 

目標(値) 給与の適正化 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

国や他の地方公共

団体の動向を踏ま

え，給与の適正化に

努めます。 

国や他の地方公共

団体の動向を踏 ま

え，給与の適正化に

努めます。 

国や他の地方公共

団体の動向を踏ま

え，給与の適正化に

努めます。 

国や他の地方公共

団体の動向を踏ま

え，給与の適正化に

努めます。 

推進内容 

人事院勧告及び千

葉県人事委員会勧告

を受け，給料表及び

期末・勤勉手当にお

いて，勧告に準拠し

た改正を行いまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

社会情勢に適応した適正な給与とするため，引き続き国や他の地方公共団体の動向を踏まえ，給与

の適正化に努めます。 
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(ウ ) 職員の育成・能力向上の推進  

整理番号 

取組項目 
23-1 職員研修の充実  

推進部署 職員課 ，情報政策課 

取組内容 

職員の職務に関する専門的な知識や能力の向上，積極的に政策を立案し実行していくこと

のできる政策形成能力を持った人材の育成を図るとともに，職員の負担感を軽減し，育成

機会を拡充するため，ＷＥＢ研修システムの運用を進めます。 

目標(値) ＷＥＢ研修システム利用者数の増加 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

令和６年度に引き

続きＷＥＢ研修シス

テムを運用するとと

もに，既存の一般研

修の一部科目・特別

研修のＷＥＢ実施，

自己啓発利用を推進

します。 

引き続きＷＥＢ研

修システムを運用す

るとともに，既存の

一般研修の一部 科

目・特別研修のＷＥ

Ｂ実施，自己啓発利

用を推進します。ま

た，内部情報システ

ムの更新に伴い，次

年度以降のＩＤ 数

（ハードウェア面で

の接続可能数等）に

ついて，情報システ

ム担当課と協議し検

討します。 

引き続きＷＥＢ研

修システムを運用す

るとともに，既存の

一般研修の一部科

目・特別研修のＷＥ

Ｂ実施，自己啓発利

用を推進します。 

引き続きＷＥＢ研

修システムを運用す

るとともに，既存の

一般研修の一部科

目・特別研修のＷＥ

Ｂ実施，自己啓発利

用を推進します。 

推進内容 

社会状況の変化に

柔軟に対応しなが

ら，職員の能力開発

及び負担軽減の両立

を図るため，ＷＥＢ

研修を活用した研修

内容の見直しを行

い，適切な研修を計

画・実施することで，

職員のスキル向上に

取り組みました。 

なお，令和７年度

のＷＥＢ研修システ

ム利用者数は延べ

351人となりました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

令和８年度職員研修計画に基づき，研修内容の定期的な見直しやＷＥＢ研修システムの活用による

研修機会の充実を推進し，職員研修の実施に努めます。 
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整理番号 

取組項目 
23-2 職員提案制度の推進  

推進部署 職員課 

取組内容 
市民サービスの向上，事務の効率化等が見込まれる提案を職員から募り，業務改善等を進

めることで，職員の意欲向上を図ります。 

目標(値) 職員提案数の増加 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

職員提案制度マニ

ュアルに基づき，年

度ごとに，事務の効

率化等が見込まれる

提案を職員から募

り，業務改善等を進

めることで，職員の

意欲向上を図りま

す。 

職員提案制度マニ

ュアルに基づき，年

度ごとに，事務の効

率化等が見込まれる

提案を職員から 募

り，業務改善等を進

めることで，職員の

意欲向上を図り ま

す。 

職員提案制度マニ

ュアルに基づき，年

度ごとに，事務の効

率化等が見込まれる

提案を職員から募

り，業務改善等を進

めることで，職員の

意欲向上を図りま

す。 

職員提案制度マニ

ュアルに基づき，年

度ごとに，事務の効

率化等が見込まれる

提案を職員から募

り，業務改善等を進

めることで，職員の

意欲向上を図りま

す。 

推進内容 

職員提案制度実施

要領及び同マニュア

ルに基づき，職員提

案の募集，審査，採

用，表彰を実施しま

した。 

また，多くの職員

の意見を審査に取り

入れること等を目的

に２段階審査を導入

したほか，職員提案

マニュアルの内容の

刷新を図り，大幅な

改正を実施しまし

た。 

なお，令和７年度

の職員提案数は18件

となりました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

引き続き，職員提案の募集及び審査を行うことで業務改善を進めるとともに，職員の意欲向上を図

ります。 
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整理番号 

取組項目 
23-3 人事評価制度の推進  

推進部署 職員課 

取組内容 

地方公務員法の趣旨に鑑み，職員の能力開発及び人材育成を主眼に置き，具体的事実及び

客観的基準に基づいて的確に職員を評価することにより，公平・公正な人事管理を行うた

め，人事評価制度を推進します。 

目標(値) 職員の適正な評価 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

八千代市職員の人

事評価に関する規程

及び人事評価制度マ

ニュアル等に基づ

き，人事評価制度の

適正な実施を推進し

ます。 

八千代市職員の人

事評価に関する規程

及び人事評価制度マ

ニュアル等に基 づ

き，人事評価制度の

適正な実施を推進し

ます。 

八千代市職員の人

事評価に関する規程

及び人事評価制度マ

ニュアル等に基づ

き，人事評価制度の

適正な実施を推進し

ます。 

八千代市職員の人

事評価に関する規程

及び人事評価制度マ

ニュアル等に基づ

き，人事評価制度の

適正な実施を推進し

ます。 

推進内容 

正規職員・非正規

職員（会計年度任用

職員）を問わず，全て

の職員に対して人事

評価を実施しまし

た。また，職員アンケ

ートの意見を踏ま

え，従来の業績目標

に特化した制度から

「人事評価表（業績

評価）」・「人事評価表

（職務行動評価）」・

具体的な職務行動を

記録する任意の「職

務行動記録票」の３

様式にすることで，

能力や業績をより適

切に評価に反映でき

るよう，制度の見直

しを行いました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

人事評価結果を勤勉手当に反映することについて，管理職以外の職員に対しても実施するよう検討

していきます。 
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ウ . 健全で持続可能な財政基盤の確立  

  (ア ) 財源の確保  

整理番号 

取組項目 
31-1 新たな収入の確保の推進  

推進部署 財政課 ，関係各課 

取組内容 
ネーミングライツ1 2の導入等，新たな収入の確保策を検討し，歳入の確保の推進に努めま

す。 

目標(値) 新たな収入の検討 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

調査検討    

年度計画 

他団体が導入して

いる歳入確保策等に

ついて研究し，その

導入可能性について

検討を行い，導入可

能な施策があれば随

時実施していきま

す。 

他団体が導入して

いる歳入確保策等に

ついて研究し，その

導入可能性について

検討を行い，導入可

能な施策があれば随

時実施していき ま

す。 

他団体が導入して

いる歳入確保策等に

ついて研究し，その

導入可能性について

検討を行い，導入可

能な施策があれば随

時実施していきま

す。 

他団体が導入して

いる歳入確保策等に

ついて研究し，その

導入可能性について

検討を行い，導入可

能な施策があれば随

時実施していきま

す。 

推進内容 

他団体が導入して

いる収入確保策等に

ついて研究し，その

導入可能性について

検討の上，導入可能

性がある部署への働

きかけを行いまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

新たな収入の確保について引き続き検討を行い，導入可能性がある部署への働きかけを実施してい

きます。 

 

 

 
1 2  ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ ： 公 共 施 設 等 の 命 名 権 を 企 業 が 得 る こ と で ， 企 業 が 自 治 体 に 対 価 を 支 払 う 制

度 。  
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（単位：万円）  

整理番号 

取組項目 
31-2 普通財産 1 3の売却・有効活用（★）  

推進部署 資産管理課 

取組内容 処分可能な普通財産の売却及び貸付け等の有効活用を継続して行います。 

目標(値) 処分可能な普通財産の売却及び貸付け等の有効活用 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

処分可能な普通財

産の売却及び貸付け

等の有効活用を継続

して行います。 

処分可能な普通財

産の売却及び貸付け

等の有効活用を継続

して行います。 

処分可能な普通財

産の売却及び貸付け

等の有効活用を継続

して行います。 

処分可能な普通財

産の売却及び貸付け

等の有効活用を継続

して行います。 

推進内容 

処分可能な普通財

産について，４件の

土地売払（払下げ３

件，一般競争入札に

よる市有地売却１

件），10件の土地貸付

け（事業用定期借地

権付き貸付け１件，

一般競争入札による

市有地貸付け１件，

有償貸付け８件）を

行いました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

1,641 1,641 1,641 1,163 

4,050    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

引き続き，行政目的を終了した土地・建物について関係各課と調整を図り，的確に売却・有効活用

が図れるよう取り組みます。 

 

 

 
1 3  普 通 財 産 ： 普 通 地 方 公 共 団 体 に お い て 公 用 又 は 公 共 用 に 供 し 又 は 供 す る こ と と 決 定 し た 財 産 以  

外 の 一 切 の 財 産 。  
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（単位：万円）  

整理番号 

取組項目 
31-3 市税徴収率の向上  

推進部署 納税課 

取組内容 
社会情勢の変化に効率的かつ迅速に対応するため，徴収環境の整備及び体制の強化に努め

ます。 

目標(値) 市税徴収率 98.0％ 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

①初期滞納者への早

期対応（督促状・催告

書の発送） 

②累積滞納者へ差押

予告書等発送の納付

催告 

③生活状況に応じた

納税相談の実施（随

時，休日） 

④徹底した財産調査 

⑤差押処分と換価 

⑥担税力を調査した

上での滞納処分の停

止 

⑦各種研修への積極

的な参加 

⑧分納履行状況の徹

底的な管理（不履行

催告，再相談通知） 

⑨現年滞納者への取

組強化 

①初期滞納者への早

期対応（督促状・催告

書の発送） 

②生活状況に応じた

納税相談の実施（随

時，休日） 

③徹底した財産調査 

④差押処分と換価 

⑤担税力を調査した

上での滞納処分の停

止 

⑥各種研修への積極

的な参加 

⑦分納履行状況の徹

底的な管理（不履行

者には早期に滞納処

分を実施） 

⑧現年滞納者への取

組強化 

①初期滞納者への早

期対応（督促状・催告

書の発送） 

②生活状況に応じた

納税相談の実施（随

時，休日） 

③徹底した財産調査 

④差押処分と換価 

⑤担税力を調査した

上での滞納処分の停

止 

⑥各種研修への積極

的な参加 

⑦分納履行状況の徹

底的な管理（不履行

者には早期に滞納処

分を実施） 

⑧現年滞納者への取

組強化 

①初期滞納者への早

期対応（督促状・催告

書の発送） 

②生活状況に応じた

納税相談の実施（随

時，休日） 

③徹底した財産調査 

④差押処分と換価 

⑤担税力を調査した

上での滞納処分の停

止 

⑥各種研修への積極

的な参加 

⑦分納履行状況の徹

底的な管理（不履行

者には早期に滞納処

分を実施） 

⑧現年滞納者への取

組強化 

推進内容 

市税の徴収につい

ては，文書催告を実

施するとともに，財

産調査を徹底し，債

権の差押・換価に重

点を置くことで徴収

率の向上に努めた結

果，98.3％と目標値

を上回ることができ

ました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

5,146 3,529 3,557 3,579 

26,092    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

長期滞納事案の解消が課題であり，財産・状況調査の徹底，千葉県税務課及び千葉西県税事務所と

の連携を図るなど，引き続き徴収強化に努めます。 
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 (イ ) 歳出の抑制  

整理番号 

取組項目 
32-1 経費節減の徹底  

推進部署 財政課 ，全部署 

取組内容 
すべての事務事業の業務内容，実施方法等を徹底して見直し，効率的な業務の執行により

経費の節減に努めます。 

目標(値) 経費の節減 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

・次年度予算編成方

針，要領で経費節

減の徹底を全部署

に要請 

・予算編成を通して

業務内容，実施方

法，業務委託仕様

書等の徹底した見

直しに努める 

・次年度予算編成方

針，要領で経費節

減の徹底を全部署

に要請 

・予算編成を通して

業務内容，実施方

法，業務委託仕様

書等の徹底した見

直しに努める 

・次年度予算編成方

針，要領で経費節

減の徹底を全部署

に要請 

・予算編成を通して

業務内容，実施方

法，業務委託仕様

書等の徹底した見

直しに努める 

・次年度予算編成方

針，要領で経費節

減の徹底を全部署

に要請 

・予算編成を通して

業務内容，実施方

法，業務委託仕様

書等の徹底した見

直しに努める 

推進内容 

令和７年度予算の

執行管理及び令和８

年度予算編成方針・

要領において，経費

節減の徹底を全部署

に要請するととも

に，業務内容・実施方

法・仕様書等の徹底

した見直しに努めま

した。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

社会保障関係経費など避けることのできない財政需要の増加が見込まれるほか，労務単価や資材価

格の高止まりによる影響等が懸念されることから，引き続き事業の徹底した見直し，効率的な業務の

執行により経費の節減に努めていきます。 
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整理番号 

取組項目 
32-2 将来負担の適正管理  

推進部署 財政課 ，関係各課 

取組内容 適正な市債1 4の発行と債務負担行為1 5の設定により，将来負担の適正管理を図ります。 

目標(値) 公債費負担比率1 6 13％以下 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

・適正な市債の発行

と債務負担行為の

設定 

・長期債の元利償還 

・適正な市債の発行

と債務負担行為の

設定 

・長期債の元利償還 

・適正な市債の発行

と債務負担行為の

設定 

・長期債の元利償還 

・適正な市債の発行

と債務負担行為の

設定 

・長期債の元利償還 

推進内容 

将来負担の抑制に

よる持続可能な財政

構造の確立を図るた

め，適正な市債の発

行と債務負担行為の

設定に努めました。 

なお，公債費負担

比率は令和６年度

10.2％に対し，令和

７年度は9.8％とな

りました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

新たな市債の借入や債務負担行為の設定に当たっては，必要性を精査し，引き続き適正な管理を行

うことで将来負担の抑制に努めます。 

 

 

 
1 4  市 債 ： 市 が 発 行 す る 地 方 債 。  
1 5  債 務 負 担 行 為 ： 翌 年 度 以 降 の 経 費 支 出 や ， 一 定 の 事 実 が 発 生 し た と き の 支 出 を 予 定 す る な ど  

の ， 将 来 の 財 政 支 出 を 約 束 す る 行 為 。  
1 6  公 債 費 負 担 比 率 ： 一 般 財 源 総 額 の う ち ， 公 債 費 （ 市 債 の 元 利 償 還 費 と 一 時 借 入 金 の 利 息 ） に 充  

当 さ れ た 一 般 財 源 の 割 合 を 示 す 指 標 。  
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整理番号 

取組項目 
32-3 財政調整基金の適正管理  

推進部署 財政課 

取組内容 本来の財政調整機能としての役割を踏まえ，適正な運用に努めます。 

目標(値) 標準財政規模1 7の10％以上の基金残高 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

・決算剰余金の積立 

・補正予算での取崩

しの抑制 

・決算剰余金の積立 

・補正予算での取崩

しの抑制 

・決算剰余金の積立 

・補正予算での取崩

しの抑制 

・決算剰余金の積立 

・補正予算での取崩

しの抑制 

推進内容 

財政の健全な運営

に資するため，財政

調整基金の確保と適

正な運用に努めまし

たが，同基金の年度

末残高は 2,261,830

千円（標準財政規模

の5.6％）となり，目

標を達成できません

でした。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

年度間の財政調整機能としての本来の役割を踏まえ，基金残高の確保に努めます。 

 

 

 
1 7  標 準 財 政 規 模 ： 地 方 公 共 団 体 の 標 準 的 な 状 態 で 通 常 収 入 さ れ る で あ ろ う 経 常 的 一 般 財 源 の 規 模   

を 示 す も の 。  
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(ウ ) 負担の適正化  

整理番号 

取組項目 
33-1 補助金・扶助費の見直し  

推進部署 財政課 ，関係各課 

取組内容 補助金交付基準及び扶助費支給基準を踏まえ，補助金・扶助費の見直しに努めます。 

目標(値) 補助金・扶助費交付の適正化 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

・補助金等の見直し

状況の調査及びヒ

アリング等の実施 

・次年度予算編成方

針，要領で見直し

を要請 

・予算編成を通して

見直しを行う。 

・補助金等の見直し

状況の調査及びヒ

アリング等の実施 

・次年度予算編成方

針，要領で見直し

を要請 

・予算編成を通して

見直しを行う。 

・補助金等の見直し

状況の調査及びヒ

アリング等の実施 

・次年度予算編成方

針，要領で見直し

を要請 

・予算編成を通して

見直しを行う。 

・補助金等の見直し

状況の調査及びヒ

アリング等の実施 

・次年度予算編成方

針，要領で見直し

を要請 

・予算編成を通して

見直しを行う。 

推進内容 

適正な補助金等の

交付を行うため，平

成27年６月に策定し

た「補助金等の見直

しについて」の補助

金交付基準及び扶助

費支給基準を踏ま

え，所管部署へのヒ

アリングにより目

的・効果を検証し，関

係各課へ対応を求め

るとともに，令和８

年度予算編成方針・

要領により，見直し

を要請しました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

補助金・扶助費は，市民等への影響を考慮すると短期間での見直しが困難であることから，継続し

て見直しを図っていきます。 
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整理番号 

取組項目 
33-2 使用料・手数料の見直し  

推進部署 財政課 ，関係各課 

取組内容 受益と負担の公平性の観点から，使用料・手数料の見直しを行います。 

目標(値) 受益者負担の適正化 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

・使用料，手数料見

直し状況調査の実

施 

・次年度予算編成方

針，要領で見直し

を要請 

・予算編成を通して

見直しを行う 

・使用料，手数料見

直し状況調査の実

施 

・次年度予算編成方

針，要領で見直し

を要請 

・予算編成を通して

見直しを行う 

・使用料，手数料見

直し状況調査の実

施 

・次年度予算編成方

針，要領で見直し

を要請 

・予算編成を通して

見直しを行う 

・使用料，手数料見

直し状況調査の実

施 

・次年度予算編成方

針，要領で見直し

を要請 

・予算編成を通して

見直しを行う 

推進内容 

「使用料・手数料

設定ガイドライン」

に基づき，使用料・手

数料の見直し等状況

調査を実施するとと

もに，令和８年度予

算編成方針・要領に

より，関係各課に見

直しを要請しまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

持続的な市民サービスの提供のため，引き続き受益者負担の適正化に向け，関係各課への働きかけ

を行います。 
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(エ ) 地方公営企業等の健全な経営の推進  

整理番号 

取組項目 
34-1 八千代市水道施設再構築基本計画の推進  

推進部署 上水道課 

取組内容 
効率的・合理的な浄・給水場の運用を実施していくため，７か所ある浄・給水場施設を３

か所とします。 

目標(値) 浄・給水場施設の統廃合の実施 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

八千代台浄水場施

設改良工事，萱田浄

水場改良工事を進め

ます。 

萱田浄水場施設改

良工事の基本設計を

行います。 

萱田浄水場施設改

良工事の基本設計，

睦浄水場施設改良工

事の実施設計を行い

ます。 

萱田浄水場施設改

良工事の実施設計を

行います。 

推進内容 

八千代市水道施設

再構築基本計画の取

組である萱田浄水場

のシーケンサ更新工

事が完了しました。 

また，八千代台浄

水場施設改良工事の

施工と合わせ，外構

工事を主な施工内容

とする同浄水場施設

整備工事を実施しま

した。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

八千代市水道施設再構築基本計画の推進に向けて適宜見直しを行い，より効率的・合理的な浄・給

水場の運用を図ります。 
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整理番号 

取組項目 
34-2 適正な定員管理の実施  

推進部署 経営企画課 

取組内容 
民間活力活用の推進等による業務効率化の取組を積極的に活用しながら，適正な定員管理

の実施に努めます。 

目標(値) 適正な定員管理の実施 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

民間活力活用の推

進等による業務効率

化の取組を積極的に

活用しながら，適正

な定員管理の実施に

努めます。 

民間活力活用の推

進等による業務効率

化の取組を積極的に

活用しながら，適正

な定員管理の実施に

努めます。 

民間活力活用の推

進等による業務効率

化の取組を積極的に

活用しながら，適正

な定員管理の実施に

努めます。 

民間活力活用の推

進等による業務効率

化の取組を積極的に

活用しながら，適正

な定員管理の実施に

努めます。 

推進内容 

業務委託による民

間活力を活用しなが

ら，定員管理の実施

に努めました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

引き続き，民間活力の積極的活用を図り，適正な定員管理の実施に努めます。 

 

 



 

40 

 

整理番号 

取組項目 
34-3 給与の適正化  

推進部署 経営企画課 

取組内容 県内各市，類似団体等との比較を行いながら，給与の適正化に努めます。 

目標(値) 給与の適正化 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

国や他の地方公共

団体の動向を踏ま

え，給与の適正化に

努めます。 

国や他の地方公共

団体の動向を踏 ま

え，給与の適正化に

努めます。 

国や他の地方公共

団体の動向を踏ま

え，給与の適正化に

努めます。 

国や他の地方公共

団体の動向を踏ま

え，給与の適正化に

努めます。 

推進内容 

人事院勧告及び千

葉県人事委員会勧告

を受け，給料表及び

期末・勤勉手当にお

いて，勧告に準拠し

た改正を行いまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

社会情勢に適応した適正な給与とするため，引き続き国や他の地方公共団体の動向を踏まえ，給与

の適正化に努めます。 
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整理番号 

取組項目 
34-4 専門研修の実施  

推進部署 経営企画課 

取組内容 
技術の継承，職員の能力向上及び意識改革等を推進するため，各種研修に職員を派遣しま

す。 

目標(値) 職員の能力の向上 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

技術の継承，職員

の能力の向上及び意

識改革等を推進する

ため，各種研修に職

員を派遣します。 

技術の継承，職員

の能力の向上及び意

識改革等を推進する

ため，各種研修に職

員を派遣します。 

技術の継承，職員

の能力の向上及び意

識改革等を推進する

ため，各種研修に職

員を派遣します。 

技術の継承，職員

の能力の向上及び意

識改革等を推進する

ため，各種研修に職

員を派遣します。 

推進内容 

各種専門研修に職

員を派遣し，専門知

識や技術の習得，能

力の向上に努めまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

引き続き，職員の異動や退職を考慮し，業務上必要となる研修等に職員を派遣します。 
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整理番号 

取組項目 
34-5 普通財産の売却・有効活用  

推進部署 経営企画課 

取組内容 処分可能な普通財産の売却及び貸付け等の有効活用を継続して行います。 

目標(値) 処分可能な普通財産の売却及び貸付け等の有効活用 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

処分可能な普通財

産の売却及び貸付け

等の有効活用を継続

して行います。 

処分可能な普通財

産の売却及び貸付け

等の有効活用を継続

して行います。 

処分可能な普通財

産の売却及び貸付け

等の有効活用を継続

して行います。 

処分可能な普通財

産の売却及び貸付け

等の有効活用を継続

して行います。 

推進内容 

緑が丘西８丁目に

所有する普通財産の

一部貸付け及び適正

な維持管理を行うと

ともに，土地の有効

活用について引き続

き検討を行いまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

緑が丘西８丁目に所有する普通財産については，引き続き有効活用の方法を検討します。 
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整理番号 

取組項目 
34-6 公益財団法人  八千代市地域振興財団  

推進部署 企画経営課 ，公園緑地課 ，文化・スポーツ課 

取組内容 
八千代市地域振興財団が将来にわたって公共サービスを安定的に提供し続けられるよう，

事業の見直しと経営の効率化を一体的に進め，自立的な経営基盤の確立を図ります。 

目標(値) 自立的経営基盤の確立 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

事業運営の効率化

や自主運営の強化等

を求めるなど，自主・

自立的かつ健全な経

営の確立に向けた取

組を促すとともに，

支援のあり方につい

て，関係課と連携し

ながら補助金の精査

等に努めます。 

財団が抱える課題

解決に向けて基本的

な考え方を示した

「公益財団法人 八

千代市地域振興財団

の今後のあり方につ

いて」に基づき，実施

事業の整理や組織の

最適化，次期指定管

理の仕様見直し等に

取り組みます。 

財団が抱える課題

解決に向けて基本的

な考え方を示した

「公益財団法人  八

千代市地域振興財団

の今後のあり方につ

いて」に基づき，実施

事業の整理や組織の

最適化，次期指定管

理の仕様見直し等に

取り組みます。 

財団が抱える課題

解決に向けて基本的

な考え方を示した

「公益財団法人  八

千代市地域振興財団

の今後のあり方につ

いて」に基づき，実施

事業の整理や組織の

最適化等に取り組み

ます。 

推進内容 

公益財団法人  八

千代市地域振興財団

の運営状況や経営課

題を把握するととも

に，庁内関係部署及

び財団と今後の支援

のあり方について協

議を行い，課題解決

の基本的な方針とな

る「公益財団法人 八

千代市地域振興財団

の今後のあり方につ

いて」を決定しまし

た。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

「公益財団法人 八千代市地域振興財団の今後のあり方について」に基づき，財団の実施事業の整

理や組織の最適化，次期指定管理の仕様見直し等に取り組みます。 
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整理番号 

取組項目 
34-7 東葉高速鉄道  株式会社  

推進部署 企画経営課 

取組内容 
東葉高速鉄道㈱の経営安定化に向けて，今後の支援のあり方について関係団体と協議を進

めます。 

目標(値) 自立した経営の促進 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

東葉高速自立支援

委員会において，長

期収支推計のローリ

ング結果を改めて検

証したところ，将来，

資金ショートに陥る

ことが確認されてお

り，資金ショートに

対して速やかに支援

策の実施に移行でき

るよう，支援のあり

方について協議を継

続します。 

東葉高速自立支援

委員会において，長

期収支推計のローリ

ング結果を改めて検

証したところ，将来，

資金ショートに陥る

ことが確認されてお

り，資金ショートに

対して速やかに支援

策の実施に移行でき

るよう，支援のあり

方について協議を継

続します。 

東葉高速自立支援

委員会において，長

期収支推計のローリ

ング結果を改めて検

証したところ，将来，

資金ショートに陥る

ことが確認されてお

り，資金ショートに

対して速やかに支援

策の実施に移行でき

るよう，支援のあり

方について協議を継

続します。 

東葉高速自立支援

委員会において，長

期収支推計のローリ

ング結果を改めて検

証したところ，将来，

資金ショートに陥る

ことが確認されてお

り，資金ショートに

対して速やかに支援

策の実施に移行でき

るよう，支援のあり

方について協議を継

続します。 

推進内容 

東葉高速自立支援

委員会において，令

和26年度までの長期

収支推計のローリン

グ結果を検証したと

ころ，令和17年度に

資金ショートする可

能性が確認されたこ

とから，今後も会社

の経営状況や取組状

況を注視し検証して

いくとともに，支援

のあり方について協

議を継続していきま

す。 

また，利子補給金

及び耐震対策事業の

補助により，経営安

定化に向けた支援を

行いました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ｂ    

現状の課題及び今後の予定 

多額の資金不足額が見込まれていることから，経営安定化に向けた支援のあり方について，引き続

き自立支援委員会で協議していきます。 
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整理番号 

取組項目 
34-8 社会福祉法人  八千代市社会福祉協議会  

推進部署 健康福祉課 

取組内容 八千代市社会福祉協議会の経営改善を促すとともに，補助金の適正化に努めます。 

目標(値) 補助金の適正化 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

社会福祉法人八千

代市社会福祉協議会

運営費補助金の予算

要求に際し，対象経

費に係る見積書を基

に内容の精査を行

い，適正な補助金の

額の算定を行いま

す。 

社会福祉法人八千

代市社会福祉協議会

運営費補助金の予算

要求に際し，対象経

費に係る見積書を基

に内容の精査を 行

い，適正な補助金の

額の算定を行い ま

す。 

社会福祉法人八千

代市社会福祉協議会

運営費補助金の予算

要求に際し，対象経

費に係る見積書を基

に内容の精査を行

い，適正な補助金の

額の算定を行いま

す。 

社会福祉法人八千

代市社会福祉協議会

運営費補助金の予算

要求に際し，対象経

費に係る見積書を基

に内容の精査を行

い，適正な補助金の

額の算定を行いま

す。 

推進内容 

社会福祉法人八千

代市社会福祉協議会

運営費補助金の令和

８年度に係る予算要

求に際し，対象経費

に係る見積書を基に

内容の精査を行い，

適正な補助金の額の

算定を行いました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

「第２期 発展・強化計画」（令和７年度～令和11年度）について，今後社会福祉協議会から実施

状況を聴取するとともに，令和９年度以降の補助金の適正化について協議・検討を進めます。 
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整理番号 

取組項目 
34-9 公益社団法人  八千代市シルバー人材センター  

推進部署 長寿支援課 

取組内容 
八千代市シルバー人材センターの持続可能な運営を促すとともに，補助金の適正化に努め

ます。 

目標(値) 補助金の適正化 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

八千代市シルバー

人材センターの役割

や経営状況を的確に

把握し，自立した経

営を促します。 

八千代市シルバー

人材センターの役割

や経営状況を的確に

把握し，自立した経

営を促します。 

八千代市シルバー

人材センターの役割

や経営状況を的確に

把握し，自立した経

営を促します。 

八千代市シルバー

人材センターの役割

や経営状況を的確に

把握し，自立した経

営を促します。 

推進内容 

高齢者の就業の機

会を確保するための

事業に要する費用に

対して，国庫補助制

度に準拠し補助金を

交付しました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

会員の増加に向け，市民への周知を行っていくとともに，運営費補助金については，引き続き適正

な額を交付していきます。 
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整理番号 

取組項目 
34-10 株式会社  八千代市水道サービス  

推進部署 経営企画課 

取組内容 使用者への安定したサービスを継続するため，経営の健全化に取り組むよう促します。 

目標(値) 自立した経営の促進 

推進予定 

年度 

７年度 ８年度 ９年度 10年度 

取組中    

年度計画 

経営状況を的確に

把握し，経営の健全

化を促します。 

経営状況を的確に

把握し，経営の健全

化を促します。 

経営状況を的確に

把握し，経営の健全

化を促します。 

経営状況を的確に

把握し，経営の健全

化を促します。 

推進内容 

上下水道施設の維

持管理体制の強化と

24時間体制による使

用者に直結したサー

ビスの向上を目的

に，八千代市水道サ

ービスに対し上下水

道施設の維持管理業

務等を委託し，安定

的なサービスの提供

を継続できるよう，

出資者として経営の

健全化に取り組むよ

う促しました。 

   

財政効果 
上段:見込 

下段:結果 

    

    

推進状況 Ａ    

現状の課題及び今後の予定 

使用者への安定したサービスを継続するため，八千代市水道サービスに対し，経営の健全化に取り

組むよう指導を継続します。 
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	令和７年度は，取り組むべき39項目全てに取り組み，28項目を推進，11項目を一部推進しました。
	また，方策別の内訳として，「ア．効果的な施策の推進」では８項目を推進，「イ.効率的で質の高い執行体制の確立」では５項目を推進，「ウ.健全で持続可能な財政基盤の確立」では15項目を推進しました。
	ア.　効果的な施策の推進（★は重点取組項目）
	※令和９年度末での達成を見込む。

	令和７年度における財政効果額は，３億6,685万円となりました。
	（単位：万円）
	（単位：万円）
	（単位：万円）
	（単位：万円）


